
～特記事項を記入する上でのお願い～

横浜市のすべての調査員様へ

横浜市要介護認定事務センターが認定調査票の内容点検を開始してから、約１年６ケ月が経過

しました。今回、認定調査票の内容点検の観点と代表的な事例及び留意点をお伝えしますので、ご確

認ください。認定調査票作成の際には、正しい選択肢のチェックと内容点検の観点に沿った特記事項

を記入することで、要介護認定の適正化に繋がります。ご協力の程、よろしくお願いします。

横浜市要介護認定事務センターより VOL . 5
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【①選択項目と特記事項の不整合】
基本調査の選択項目と特記事項の記載内容が異なる。

【②特記の記載不足】

特記事項に選択根拠となる記載が不足している。

事例①

事例②

選択肢のチェックと特記事項の内容が異なりま
すが、どちらが正しいでしょうか。チェックの付け間違いでした。「何かにつか

まればできる」に修正をお願いします。

【留意点】
認定調査票の提出前にチェックの付け間違いがないかご確認ください

ご本人が買い物に行く頻度と、娘さんが買い物
に行く頻度は、概ね一週間では、それぞれどれ
くらいでしょうか？ご本人は週に１回近くのスーパーに行きます。

娘さんには週に２回、頼んだものを買ってき
てもらっています。

【留意点】
認定調査員テキストに記載されている「定義」、「選択基準」、「留意点」に沿って、選択根拠を記載してください。
介助の状況が異なる場合は、それぞれの頻度を記載することが大切です。

選択肢と特記事項が矛盾しているな…

自分で買い物に行く頻度と娘に頼んでいる
頻度はどれぐらいかな？

特記
記入例

【内容点検の観点】
①選択項目と特記事項の不整合 ②特記事項の記載不足 ③頻度記載漏れ ④介護の手間の記載不足

やり取りの例

やり取りの例

調査員
センター

娘さんに頼んで買ってきてもらう事が多いので
すね。では「一部介助」で間違いないですね。
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【③頻度記載漏れ】
頻度の記載がない。

【④介護の手間の記載不足】
介護の手間の記載が不足している。

目的もなく歩き回る行動は、過去1ヶ月くらい
の間でしたら、何回位ありましたか？週に2～3回以上はあります。以前はそんな

ことなかったんですけど…ちょうど１ヶ月く
らい前からですね。

【留意点】
頻度は「多く」や「ときどき」のように人によってイメージする量が一定でない言葉を使わずに「週に２～３回」
「５回/日」など数量を用いて具体的な頻度を記載してください。

普段はそのままなんです。ご自分では掃除が
できなくて。ヘルパーさんが週３回入ってい
るので、その時にまとめて掃除しています。

～その他手間の記載事例～

【留意点】
介護が発生している場合は「手間」と「頻度」を特記事項に記載することが大切です。
介護認定審査会の介護の手間にかかる審査判定にとって重要な情報となります。

認定事務センターからの問合せの際には以下のテキストをお手元にご準備ください。
「認定調査員テキスト2009改訂版」「要介護認定調査員（補助）テキスト」

赤下線に対応状況など
介護の手間が詳細に記
載されている。

事例③

やり取りの例

「ある」を選択しているけど頻度はどれくらいかな？
「多くみられる」と記載があるけど具体的な頻度がわからないな。

特記
記入例

事例④

やり取りの例
食べこぼしが多いと記載されているけど、どのような

対応（介護の手間）があるか聞いてみよう？

特記
記入例

①
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１ヶ月前から週に2～3回以上、目的もなく歩
き回ることがみられるようになったのですね。
頻度から「ある」で間違いないですね。

ヘルパーによる対応があるのですね。「週３回
のヘルパー訪問時に掃除をしている」ことを補
記しますね。

食べこぼしについて、どなたかの対応は発生し
ていないのでしょうか？
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